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要 旨

1.地 域林業構造の展開方向は,木 材採取資本 と林地所有の対抗関係によって基本的に規定 される

と考え られる。木材採取資本は外部から導入 され る場合(一 般に木材問屋資本であるこ とが 多 い)

と,内 生的に山元において成熟発展する場合とがあり,そ れが林地所有ないし育林生産 と係わること

において,前 者では地主型林業構造,後 者では農民型林業構造の展開を規定す ると考えられる。

2.こ のような木材採取資本の態様を検討するには,そ こで展開される木材流通機構の変遷を究明

す ることが,1つ の手がかりを与える。

吉野林業の場合,こ の種の検討はいまだ不十分であり,と くに明治以降における木材流通機構の変

遷と林野所有との関連分析はほとんどみられない。この小論は吉野林業における木材流通機 構 の う

ち,ま ず,も っとも特徴的な樽丸材の流通機構の展開について検討 し,吉 野林業の性格を究める手が

かりをえようとした。

3.樽 丸材の流通機構については,そ の展開を次の3つ の時期に区分して考えること がで き る。

イ.新 宮材を中心 とする時期(明 治～大正初期)ロ.九 州材など他地方材を中心とする時期(大 正中

期～昭和初期)ハ.吉 野材を中心とする時期(昭 和戦前期)

4.第1期 は十津川,北 山川流域天然スギ材の山元樽丸加工,新 宮問屋による集荷販売が樽丸供給

の主体をなす。灘樽丸問屋の成立期。和歌山問屋は大阪問屋と吉野川流域山元荷主(木 材業者)と の

中継問屋としての性格をもち,単 なる手数料商人としてあるにすぎず,山 元に対す る問屋支配を可能

とする資金蓄積条件に乏 しかった。

5.第2期 は灘酒造業の興隆期で,そ の樽丸需要 も急増す る。これに対 し十津川,北 山川流域にお

ける天然スギ資源の枯渇および全般的な育成林業への転換が,吉 野林業地域よりの樽丸供給を減少さ

せ る。このため灘樽丸問屋は九州,鳥 取,岩 手での直営樽丸加工により必要な樽丸確保を図った。

大正8年 以降の北洋材入荷は和歌山市場を北洋材加工生産地市場へ転換させる契機を与えr吉 野林
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業との関連を低めた。

6.第3期 は灘樽丸問屋の最盛期とその急激な衰退期とを含む。外材入荷によるm木 材価格の低

落は樽丸価格を相対的に高め,吉 野川流域における樽丸生産を拡大 した。 しかし,戦 時経済の深化と

酒樽の代替品転換とが樽丸生産流通を急速に終熔に導いた。

北洋材入荷吐絶により和歌山市場は再び国内材加工生産地市場へ転換す るが,奈 良県南部平野の製

材業の成立とそれに伴う市場の拡散が,和 歌山市場と吉野林業との再結合を妨げた。

7.以 上の樽丸材流通機構の展開を通 じ,明 治以降において大阪木材問屋,灘 樽丸問屋は吉野林業

に対 して決定的な支配力を持続して維持し,影 響を及ぼすことが少なかったといえる。それは吉野材

運送条件が運送経路独占による木材問屋資本の閉鎖的集荷圏の形成を妨げ,ま た吉野林業の生産する

商品が一般素材と樽丸材に分化し,そ の流通機構を異にしたことなどによる。

8.こ のため,吉 野林業における資本と土地所有との関連を究明するには,吉 野川中流域周辺を含

めた山元木材業資本の発展分析が今後の重要な課題となる。

いうまでもな く,吉 野林業はわが国の先進的人工林民有林業であり,こ のため,吉 野林業に関する

研究 も数多 くみ られる。 とくに近時,吉 野林業の成立発展に係わる研究については飛躍的に進め られ

た感がある。

これまでの諸説において,吉(ユラ)野林業における大規模経営の成立は,農 民的林業の挫折ののちに,奈

良平野南部の地主および商業,高 利貸資本による立木の集中,更 に林地の集中が進められたところに

成立 したとされ,ま た,こ のような農民的林業挫折の条件 としては吉野地方における農業基盤の弱さ

と,大 阪特権商人の厳しい支配があげ られている。しかし,こ の後者,す なわち大阪商人(問 屋)支

配の組織,と くに和歌山,新 宮問屋を介 しての山方商人および農民 との結合ないし支配関係について

は明らかにされておらず,林 地所有の変遷にもっとも係わると思われるこれらの分析は今後に残 され

ているといえるであろう。

ところで,こ れまでの研究は主 として藩政期を中心にお こなわれたものが多いが,一 般の林業地に

おける林野所有の変遷についてみるとき,明 治以降,我 国の資本主義発展に対応す る新たな木材市場

構造の展開は,藩 政期に成立 していた木材流通機構の改変を進め,既 存の流通機構を背景 として成立

した林野所有にもまた著 しい変化がみとめ られるのである。とくに日用商品を主として取扱 う前期的

商業を通じ成立 した林野所有,あ るいは藩政期の特権的営業によって取得 し成立 した林野 所 有 な ど

は,明 治以降,所 有者たる特権商人ないし日用品取扱い商人みずから木材商業資本へ転化す るか,あ

るいは新たな流通機構の中で成長 した木材業資本にとってかわられることが,し ばしばみられるとこ

ろである。

吉野林業の場合,こ のような藩政期から明治以降期にいたる木材流通機構の変遷 と,林 野所有の推

移 との関連分析は,こ れまでほとんどおこなわれていない。いま吉野林業の性格究明に当って,わ れ

われは様 々な角度か らこれに接近 しようとしたが,そ の1つ として吉野林業の特質として重要な一側

面である借地林業について検討する場合,借 地者(育 林投資の担い手)の 推移,借 地条件の変化,た

とえば地上権価格における前価,後 価の内容変化などが,あ るいは吉野材の流通機構一 とくにその

流通担 当者の性格変化に対応 しているのではないかという問題意識の上に,吉 野林業における木材流

通機構の推移をたどり,林 野所有 と木材業資本 との関係を見出そうとした。

ところで,吉 野林業は吉野川流域に成立するいわゆる吉野林業地帯と,十 津川,北 山川 流 域 に 成

立する十津川,吉 野北山林業地帯に分けられるが,木 材流通機構の史的推移についてみるならば,前

者は和歌山市場,後2者 は新宮市場の発展 と関連 している。また生産 される商品という視点から吉野

林業を特色づけるものは灘地方酒造業の酒樽需要とつながる樽丸生産にあったといえるであろう。こ
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のように,吉 野林業における木材流通機構展開の全貌を把えるためには,和 歌山,新 宮両市場および

それと密接に関連する大阪市場,灘 樽丸市場,更 には奈良平野 に散在する五条,桜 井などの各市場の

展開と,吉 野川,十 津川,北 山川流域にまたがる山元木材生産および木材流通の推移を藩政期か ら現

在にいたるまでについて明 らかにしなくてはならない。 しかしこの小論では,到 底,そ の全貌を把 え

ることはできず,も っとも特徴的な吉野樽丸材の流通機構推移を和歌山,新 宮,灘 樽丸市場の変貌 と

関連 させ,ま た山元地域としては,こ れまでの研究と対応 させ る意味で,と くに吉野川流域に焦点を

おき,ま た考察時期も明治以降 戦前期までにとどめた。

i.樽 丸材 流 通機 構展 開 の時代 区 分

(第1図)は 灘地方酒造業の造酒石数より推計 した樽丸消費量とそれに対する新宮樽丸移出量 と吉

野川流域樽丸生産量を示 したものであるが,こ れと聞取り結果とを併せ,灘 地方酒造業に対する樽丸

材の主なる供給先の推移によって時代区分すると,概 ね次のように考えられ る。

① 明治期～大正初期 新宮材を中心とする時期

② 大正初期～昭和初期 九州材など他地方材を中心とする時期

③ 昭和初期～昭和戦前期 吉野材を中心 とす る時期

この区分はまた,樽 丸材流通機構の質的変化の時期と一致 していると考え られるので,以 下,こ の

時代区分に従 って流通機構の推移を考察 してみよう。

2.新 宮材 を 中 心 とす る時期

(明治期～大正初期)

吉野地方における樽丸生産は,「 吉野林業全書(の)」によると,1700年 代(享 保年間)に 堺の商人が広

島の職人(樽 丸師)を つれ,黒 滝郷鳥住村において製造したのが始めとされ,以 後,川 上村を始め,

吉野川,北 山川,十 津川流域のいずれにおいて も生産がおこなわれたといわれている。
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しか し,こ のような樽丸生産の導入経過に拘 らず,明 治以後,大 正初期にいたるまでの樽丸生産量

を樽丸消費量と関連させてみると(第1図),た とえば明治30年 代において新宮に集荷移出されるも

のが13万石を超えるのに対 し,吉 野川流域における生産が僅か1万 石強であることに示され るよ う

に,吉 野川流域における樽丸生産の量的比重はなお低いものであった。 「吉野林業全書」の指摘する

樽丸主産地である川上郷で,明 治14年 の樽丸生産量が4,500丸(約4,500石)に すぎなかったことか(の)ら

も,そ のことは窺えるであろう。

このことは,京 阪神に近接した吉野川流域では,中世以降,都 市形成に伴う木材需要に対応して早 く

か ら開発が進み,運 送路の整備(流 送路整備)も すでに江戸中期には最奥部に達 しており,植 林の進行

もみ られ,そ こでの林業生産の主 目標が用材生産におかれ,ま たそれを可能とする生産流通条件が整

っていたのに対 して,開 発のおくれた北山,十 津川流域では木材の採取条件が著しく劣っており,モ

ミ,ツガを主体 とする天然林の粗放的な採取が一般で,ス ギについては山元で樽丸や板角などの手挽加

工をおこない付加価値を高め,運 賃負担を軽減する必要があったこと,お よび樽丸適材としての80～

100年 生スギ資源量が,相 対的に豊富であったことなどの事情がもたらす ものであったと考え られる。

とくに明治20年 以降,全 国的交通の発展に伴ない。新宮材の販路は次第に従来の東京方面か ら阪神

方面へ移り,京 阪神仕向けが過半数を占めるにいたったが,同(の)時にまたi地 方における樽丸需要の増

大は(第1図),新 宮樽丸材の阪神移出を一層,促 進 させることになった。十津川村木材生産におけ

る明治20年 代の樽丸生産増加は,こ のような背景によっているといえるであろう(第1表)。

(第1表)新 宮市場,十 津川村 木材生産,移 出量の推移

十 津 川 村 新 宮 市 場
一一

鷲騰1靴 鄭∴左讃蒜 譲 讐難
明2822775.・ ・6.…IlII

291237181.0110.311.51111111

301164174.6114.OI4.2
 

3112866。622.84.Oll ll
3228974.315・ ・3.41111

「明
4324180.26.25.885333.813.13.83763

441289185.112.814.OI908153.31116.OI1.911158142

451322185.OI1.215.41921150.71119.111.811155145

大223585.81.63.980339.522.72.14852

31218188.111.112.81781131.51120.611.211163137

大1019589.21.9L362615.71.013.34.17.52.11981

111208190.OIO.611.51668127.110.8112.513.4110.711.5131169

1220088.213.62.673910.70.712.74.93.91.91486

131172185.811.OI5.8163418.310.8116.814.715.611.4111189

141182185.712.214.2161318.OIO.8112.314.914.213.9113187

昭325087.81.72.57036.30.79.95.12.55.31387

41230188.210.313.8175915.710.619.614.911.6110.3117183

51199189.810.212.2169312.110.7111.414.811.4112.4116184

71290187.311.OI1.61648112.8126.4127.3129.8113.7120180

半 田 良 一,山 田 達 夫 「十 津 川 の 山 林 経 済 」 よ り作 成

ζの時期における樽丸材の生産流通は,十 津川,北 山川流域の場合,主 として新宮問屋の手によっ
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ておこなわれたが,そ れは山元木材業者に資金前貸をおこない,樽 丸師による樽丸加工をへたのち集

荷 し,こ れを多 くは新宮問屋所有の廻船で大阪樽丸問屋に販売を委託した。大阪樽丸問屋はこれを灘

酒造業の樽材料購入機関としてあった灘木業店に販売し口銭を徴収するものであった。

和歌山問屋のおこなった吉野川流域における樽丸材取引も,ほ ぼ新宮問屋の場合と同様であるが,

なお,こ の時期においては紀ノ川流送によって和歌山着の丸太を和歌山で樽丸加工し,あ るいは灘酒

造業者が直接,大 阪問屋から吉野丸太を買い入れ,灘 で樽丸に加工する場合 もみられたといわれる。

明治15年,酒 樽材料 として従来,新 宮樽丸材を用いていた菊正宗本嘉納商店が,そ の材料を吉野川流

域材に切替えたのも,後 者の方式によっている。この時期の樽丸材流通機構を図示すれば,(第2図)

のように考えることがで きよう。

明治30年 代始めに十津川,北 山川流域の樽丸生産はもっとも増加 したが(第1表),前 述したよう

な新宮材販路の変更は,新 宮問屋の阪神方面に対する販売の拡大を積極的とし,樽 丸販売 に お い て

も,大 阪問屋を介することな く,直 接,灘 地方の酒造業,製 樽業などと取引する傾向が生まれた。 こ

こに樽丸代金の立替,樽 丸材の保管,販 売受託などを灘地方の酒造業,製 樽業,樽 材料扱い商人など

がおこなうことを通 じ,次 第に灘樽丸問屋の成立がみられるのである。(第2表)に 掲げた灘樽丸問

屋の前身は,そ のことを如実に示す ものである。

この間,吉 野川流域の樽丸生産も次第に拡大するが(第1図),な お2.5～3万 石程度にとどまり,

全木材生産量の5～6%を 占めるにすぎなかった。これに対し新宮材では,明 治34～ 明治38年 にいた

る間,樽 丸材は25～3090'の比重を示している(第3表)。

(第2表)主 要灘樽丸問屋

名 称1所 砒 帥 身

田『口正 蔵KK西 宮 酒造業番頭

田和吉五郎合名 〃

中田松 平合資 御 影 製樽道具商

大 岡商事KK西 宮 酒造業製樽師

浜 中商 店合資 大 石 製 樽 業

谷口屋一郎KK住 吉 樽丸結束師

(田口正蔵氏よりの聞取)

(第3表)吉 野川流域,新 宮集荷木材と樽丸(石)

川上他四郷(吉 野川流域)産 材 新 宮 輸 出 材

年 次1木 材[樽 丸 年 次 木 材1樽 丸

明 治29368,87415,110明 治34440,160134,560

30388,93220,03135427,92098,240

31370,32025,20436462,000116,800

32335,41223,87237489,600izo,000

33346,29623,23138498,720123,200

吉野川樽丸材の流通経路としては,従 来の和歌山までの筏上荷運搬に代り,明 治33年 頃か らは中流

域六田(上 市附近)で 陸揚げし,陸 送によって灘に直送する方法がとられ,明 治40年 頃には和歌山ま

で川下げされる樽丸材は著しく減少した。

しかし,和 歌山まで川下げされた丸太を樽丸用の丸太として,あ るいはそれを和歌山で樽丸加工を

加え灘に送ることも併行 しておこなわれた。たとえば 「室蘭他16市 場木材商況調査書」によると,明
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治40年 吉野産スギ材の和歌山市場入荷は202,608尺 〆であるが,樽 丸はみ られず,門 方,和 歌山輸出

材のうち,「 スギ丸太(65,000尺 〆),桧,縦,栂 松等ノ角丸太材ハ樽丸,酒 榑,建 築用等 トシテ主 ト

シテ阪神地方及中国,四 国へ」とあり,ま た樽(の)丸,酒榑専門の仲買がみられることにも示 され て い

る。また一方,明 治36年 には樽丸を主 として取扱 う北村問屋(北 村宗四郎)が 和歌山,大 阪で営業を

始め,吉 野材のみな らず,他 地方産樽丸の委託販売を始めている。

なお,和 歌山市場における一般材の取引は山方荷主である吉野材木同業組合の派遣する郷中支配人

と和歌山問屋が指し値を決め,こ れを仲買人に競売するもので,大 阪市場の中継市場として位置づけ

られた和歌山市場における問屋は単なる中次問屋の意義しか存せず,そ の利益も,他 地方の場合に比

べて低 く,資金蓄積の余地はなかったといわれる。たとえば,前 掲,木 材商況調査書にも「上述ノ如ク

当市場ノ問屋ハ荷主 ト仲買商人ノ取次二過キサレバ商略上機敏ノ措置 ヲ要スルコト砂ナク加フルニ仲

買ヨリハ現金ニテ材価 ヲ取立テロ銭(註:3分1厘5毛)ヲ 引去 リテ荷主二交付スレバ足ル………之

ヲ要 スルニ当市 ノ木材商ハ商品ヲ永ク保留スルコ トナク買入ルルヤ直チニ之 ヲ売却スル ヲ以テ資金ノ

停滞スルコ ト少ナク其運転極メテ円満ナレバ他地方ノ木材商二比スレバー般二利益勘ナキヤノ感アル

モ少 クモ1割 ヲ下 ラサルベシ」とあり,こ れを新(げラ)宮における問屋の 「荷主即仕出人ハ自ラ林主ノ木材

ヲ買取 リ相当ノ手付金 ヲ出シ置キ問屋ヨリ仕込金ヲ借 リテ伐採二着手ス而テ其仕込金ハ往々立木代価

二相当スルガ故二此前借金ノ為 メニ木材出荷済ノ節ハ己二問屋 ヨリ何等ノ金銭 ヲ受取ルコ ト能ハサル

ニ至ル」 といった事(リ)情と比較すると,山 元業者ないし奥地林業生産に対する支配力において顕著な差

があり,和 歌山問屋が,そ の問屋営業を通 じ蓄積 した資金を奥地吉野川流域の山林集積および育林投

資に投ずる余地は少なか ったといえるのである。

なお,こ の時期(明 治30年 ～大正初年)に おける樽丸材流通機構は(第3図)の 如 く,図 示 しうる

であろう。

大正期に入り,新 宮市場における木材生産 ・流通量は次第に減少し(第1表),と くにこれまで過半

を占めていた天然林材については著しく,明 治末期において出材の66～73°0を 占めていたものか ら,

大正11年 以降になると50%を 割り30～20°oに激減 し,代(の)ってスギ,ヒ ノキ人工林材の比重が逆に大き

くなる。また新宮市場における製材工場は明治末期から大正初期にかけ10工 場の設立をみ,明 治40年

代には製材移出量がすでに全木材移出量の半ばに達し,更 に大正14年 に全移出量614千 石のうち87%

までが製材品の移出となることに示 されるように,従 来,山 元でおこなわれた樽丸などの手挽加工品

に代 って新宮市場は新宮問屋の支配する製材加工生産地市場としての性格を強めた。

このため樽丸移出も,明 治30年 前後を頂点として急速に減少 し,昭 和5年 には僅か1万 石 にす ぎ

ず,灘 地方に対する樽丸主産地の役割を停止するにいたった(第1図)。

一方 ,灘 地方の酒造生産は,明 治末期か ら昭和初期にかけて増大し,こ れに伴って樽丸需要 も増加

する(第1図)。 それに対する供給 としては,吉 野地方の産出する樽丸のみでは充たすこ とが で き

ず,樽 丸問屋みずから岩手県花巻地方,鳥 取県智頭地方に求め,更 に熊本県八代,五 箇荘地方の国有

林払下げ材を直営現地加工す ることによって調達 した。この九州材は当初,安 価であった上に,酒 樽



253

材 と して きわ あ て 良 質 で あ った た め,こ の 間,灘 地方 樽 丸 消 費 量 の8割 を 占 め る にい た った とい わ れ

る(第(お)4図 参 照)。

註)西 宮樽 丸問屋(戦 前),田 口正蔵氏 および同,中 田松平衛氏 からの聞取 りによる。

和歌山市場における吉野材の市況は,大 正

初期において著しい好況を迎えるが(第5図

の2),間 もな く大正8年 頃か ら北洋材の入

荷が急増 し(第5図 の1お よび第4表),吉

野材を始め一般内地材の価格は暴落するにい

たった。

和歌山市場は吉野材の大阪市場に対する中

継市場 としての性格をもつものであったこと

は前述の通りであるが,同 時に古 くか ら吉野

材を原材料とする建具など木工品加工生産地

市場 としての性格をそなえていた。すなわち

明治2年 には建具業がすでに56戸 を数え,そ

の製品を阪神地方 に販売していたが,明 治18

年には建具組合(準 則組合)を 設立,製 品販

路 も九州,四 国へ拡大するにいたっている。

とくに大正,昭 和期にかけての発展 は 著 し

く,和 歌山木材製品総価額中20～60°oを建具

生産が占め(第5表),輸 出用箱板生産,タ

ンス生産の拡大 とともに,こ れらの原木需要

は昭和初期において年間70万石 に達した。い

ま昭和4年 における建具用原木21.4万 石につ

いてみると,そ の80°oは北洋材,15°oが 米

杉,桧 であり,ま た製箱材料 として40～50万

石の北洋材が消費 されている。すなわち,こ

のよ うな木工加工品の原材料需要が前述 した

北洋材の大量入荷で充たされ,ま た同時に昭

和4年 以降における和歌山製材工場の激増を

もた らすものとなり(第5図 の1参 照),和

歌山市場は北洋材の大量入荷を契機として,

かつての吉野材の中継市場か ら,外 材加工生産地市場へと急速に変貌を遂げるにいたった。 昭和5

年,和 歌山市場に対する木材供給の うち奈良県材は16.5°oにすぎず,北 洋材はその30%を 占めている

のである(第6表)。
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大正10年,和 歌山,

大阪における北村問屋

が北洋材の取引に失敗

し,そ の吉野樽丸取引

を灘樽丸問屋に完全委

譲 したことも,こ のよ

うな事情を背景 として

いる。 この北村問屋の

推転に示さ れ る よ う

に,大 正末期より昭和

初期にかけ,樽 丸流通

機構における大阪およ

び和歌山問屋の役割は

失われ,山 元と灘樽丸

問屋は全 く直結される

にいたった(第6図)。

(第4表)昭 和5年 和歌山県木材需要量構成比(%)

＼ 岬 暦 割 碧歌w奈良県材睡 県材陣 材睡 材1米材

量(千 石)3,4918555751487891,03787

比(%)100.024.516.54.222.629.72.5

一

木の国山林時報 第63号 昭5

(第5表)和 歌 山市場木材製品価額構成比(%)

年 次 塗千蕎)翻 建 則 下 駄レ ンス 箱 その飼 計
、レ

大362725.261.99.23.7--100.0

昭112,75943.622.20.819.122.61。7100.0 旨
511,800115.9161.311.3?121.5(一(100.0

91°,23623.738.8°.9"17.418.11.11° °.°

1010,41722.342.2L218.814.21.3100.0

129,59224.442.8?118.913.9-100.0

14112,541139.6121.91?126.2111.211.11100.0
胃 一一一 一

和歌山市統 計要 覧(大 正2年 ～ 昭和14年)よ り作成

(第6表)昭 和5年 における和歌 山県 の木材供給

聴 叫 奈 良 三 重 他 県 米 材1北 洋 材 総 計

量(石)855,。9、574.729、47,556785.962187,,、8、,。 、6,、。。3,487,356

比 、%、 ・4.・ 、6.・4.222.・2.529.・ ・…

4.吉 野材 を中心 とす る時 期

(昭和戦前期)

米材,北 洋材の輸入拡大は昭和恐慌と重なり,我 国木材価格の著 しい低落をもたらせたが(第5図

の2),樽 丸材は米材,北 洋材とは競合せず一般素材に比べ相対的に有利な価格を保ち(第7表),和

歌山市場価格において,樽 丸材の一般材に対する価格比は,大 正5～8年 で0.5～1.0で あったもの

が,昭 和5年 には3.5と なっており,吉 野川流域における樽丸生産は著しく増加した(第1図 参照)。

昭和6年 には山元で樽丸加工され販売されるものは全素材生産の30°oにおよび(第8表),山 元以外

で樽丸加工されるものを含めると可成りな量に達したと考えられる。

この期における山元樽丸生産は,当 初,i樽 丸問屋が山元木材業者(主 として山守)に 立木購入代

金の5～8割 を前渡し,現 地加工 したものを集荷して,3分5厘 ないし5分 の問屋 口銭をとり委託販

売の形をとっていた。樽丸代金の決済は,一 般に樽丸生産が12月 に立木を購入,翌 年5～6月 伐採,

皮剥 ぎ後,半 年ないし1年 の乾燥期間をおいたのち,樽 丸加工をして問屋送り販売後 におこなわれる



ため,代 金の清算には1～2年 を要 した。このような長期の

清算 となるため,前 渡金利 も蕎ばり,貸 倒れが生じたり,ま

た受註に間に合わぬことも多く,や がて問屋みずから入山し

て直営生産をおこなう方式に改められ て い っ た(第6図 参

照)。

この時期はまた灘樽丸問屋の最盛期で もあり,樽 丸仕入れ

は年間ユ0万石 に達 し,そ の うち吉野材は60°oを占め,ユ2°〇九

州材,8%o新 宮材,残 り20%は 岩手,鳥 取,鹿 児島方面より

直営生産,ま たは現地木材業の請負生産によって調達 した。

また樽丸の販売 も灘地方に全販売量の3分 の1を 向け,残 り

は愛知,広 島,九 州,岡111,秋 田など,ほ とんど全国に向け

られたほか,朝 鮮,満 州などの外地まで,そ の販路は及んで

いる。

しかし,こ のよ うな樽丸問屋の盛況はまた,衰 退への起点

でもあった。樽丸生産は戦時木材統制の進行 とともに次第に

減少し,終 戦そして戦後における酒樽が従来の木材か らガラ

ス瓶またはホーロー桶への転換によってほとんど消滅するに

いたったのである。

なお,北 洋材入荷によって急激に変貌 した和歌山市場は,

やがて北洋材入荷の減少(第5図),北 洋材価格の上昇に伴

なってその加工採算を失い(第9表),昭 和10年 には北洋材

加工50製 材工場中40°oは内地材加 工 に転 換

し,再 び原木を吉野材および和歌山,徳 島な

どの周辺材に求めるにいたったが,昭 和14年

上市,吉 野貯木場の開設,な らびに奈良平野

南部(五 条,橿 原,桜 井など)に おける製材

工場の増加などに伴って,吉 野材流通経路は

大きく変化し,和 歌山市場が吉野材にとって

の主要市場であることの再現を妨げた。この

ことは戦後,昭 和25年,流 送の吐絶,上 市な
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(第7表)和 歌山市 場平均単価

(石当り円)

年 次 吏奨スA野 鴨 ・/A

明 治40!5.6613.130.55

4313.9012.1910.56

4414.9512.2510.45

証 ・14.92L.25α46
1

2旨4.804.560.95

313.9014.5311.16
1

415.041Z.8510.57
1

57.5017.1910.96
1

6110.80111.5011.06

7「 、8.6。9.560.5、
E

.:11:.

昭 和5、2.288.003.51
1

614.74i-1-

77.50--

8i8.101-1-

919.3018.7510.94

1018.2218.6311.05

和 歌 山 市 統 要 覧(大 正2年 ～ 昭 和

14年)よ り 作 成

ど奈良平野南部での 原木

市売市場の出現 によって

決定的とな った の で あ

る。

(第8表)吉 野川流域 木材産出量(石)

年 次}産蝿 翫 霧嚇 工灘 藻囎1
昭 和4234,00064658,393127,260

5216,05745864,094123,091

6261,39659264,797150,984

7280,57637983,986160,502

8347,155330102,186196,315

吉 野 林 業 概 要 よ り作成

加 工 材 が 樽 丸 材 を ほ ぼ示 して い る 。

(第9表)昭 和10年 北洋材 中板相場および生産費(和 歌山)(円)

癬～4蘇1挽賃 運 賃瞬 割劇 差塑 壁晦 崩 差 引
2.650.250.100.252.752.70-0.05

 一 〒
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5.総 括

以上,吉 野樽丸材の流通機構について,そ の史的推移を和歌山,新 宮両市場および灘樽丸市場の変

貌 と関連 させて考察 してきた。この考察を通 じて,吉 野川流域の明治以降における林業発展に視点を

限定す る限 り,そ の木材流通機構において重要な意味をもつと考え られた和歌山,大 阪木材問屋,あ

るいは灘樽丸問屋は吉野林業に対 して決定的な支配力を持続して維持し,そ の林野所有ないし林業生

■
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産 に まで 直 接,影 響 を お よぼ す こ とが 少 な か った と考 え られ るの で あ る。 そ の 主要 な 理 由 と して は,

吉 野 材 運 送 の 自然 的 条 件 が,早 くか ら流送,陸 送 の 同時 併 存 を可 能 と して お り,運 送 経 路 独 占 に よ る

木 材 問屋 資 本 の 閉鎖 的集 荷圏 の形 成 が 困難 で あ った こと,ま た吉 野 林 業 の 生産 す る商 品 が一 般 素 材 と

樽 丸 材 に分 化 し,そ の流 通 機 構 を異 に した た め,専 一 的 な 問屋 支 配 を弱 め る もの とな った こ とな どが

考 え られ るで あ ろ う。

こ の よ うに して み る と,吉 野 林 業 に おけ る資 本(と くに木 材 業 資 本)と 林 野 所 有 との 関連 を 明 らか

に す るた め には,上 述 の よ うな 木 材 流 通 機 構 な い し流 通 条 件 を 前 提 と して,藩 政 期 の 山方 商 人 に始 ま

る吉 野 川 中 流 域 周辺 を含 め た 山 元 木 材 業 資 本 の 発 展 分 析 こそ,今 後 の 吉 野 林 業 研 究 に お いて もっ と も

重 要 で あ る と考 え られ るの で あ る。
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Résumé

    In the exsisting studies on Forestry in Yoshino, we can find few related analyses between 

changes of circulation mechanism of timbers and ownership of forest-lands since Meiji era. In this 

paper, the auther, first of all, examines the development of circulation mechanism of timbers for 

barrels  (  ̀ Tarumaru' ) which is the most typical in circulation mechanism of timbers in forestry of 

Yoshino, and intends to get clue to clear the characters of Forestry in Yoshino. 

    The course of development on the circulation mechanism of  `Tarumaru' can be classified into 

about three periods, and looking back throughout the development, the wholesale merchants of 

timbers in Osaka and Wakayama and also the wholesale merchants of  `Tarumaru' in Nada seldom 

formed the closed collecting ranges with Yoshino district, consequently it seems to be rare for 

them to keep the definite controling power constantly and keep having an effect on it. 

    Then, in the case of advanced studies on Forestry in Yoshino, it is considered an important 

subject to analyze the development of capital of timber merchants in producing districts, containing 

the mid-stream area of the Yoshino River.


